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生システム論(DST; Developmental System Theory)と呼ばれる立場から、こうした考えに対し




























































したり、あるいはそれが誰か他の人の腕であると主張したりする(Graziano & Botvinick 
2002)。また同様の部位を損傷することにより、過剰肢（身体部分が実際よりも多くあると
感じる）が生じるという報告もある。驚くべきことにこの患者は、あたかも腕や足が 3本















ニホンザルを用いた実験で、道具の使用が身体図式を変えることを示した(Iriki et al. 1996,  

























































すことができるようになる(Kennedy et al. 2000)。患者が直接カーソルを操作できるように
なったとき、あるいはマカクザルが自らの腕を動かすことなくロボットアームを操縦し始
めたとき、彼らの脳の中では何が起こっているのか。最もありそうなのは、身体図式の変
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